
(57)【要約】

【課題】貯湯タンクが空の状態から起動させるときでも

貯湯タンク循環回路のエア抜き作業が不要な追焚き機能

付き給湯システムを得ること。

【解決手段】貯湯タンク３から温水を取水して貯湯タン

クに戻す貯湯タンク循環回路３０と、被追焚き水の貯留

槽４０から被追焚き水３５を取水して貯留槽に戻す被追

焚き水循環回路５０と、貯湯タンク循環回路内の温水と

の熱交換により被追焚き水を加熱する熱交換器６０とを

備えた追焚き機能付き給湯システム７０を構築するにあ

たり、貯湯タンクの上部から熱交換器を通って貯湯タン

クの下部に達する主流路２１の途中に温水用循環ポンプ

２３および対流防止用逆止弁を配置し、この対流防止用

逆止弁をバイパスするように温水用循環ポンプと貯湯タ

ンクの下部とを副流路２７で結ぶと共に、貯湯タンクか

ら温水用循環ポンプに向かう水流のみ通過を許容する呼

び水用逆止弁２９を副流路に配置して貯湯タンク循環回

路を構成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 を 加 熱 し て 温 水 を 生 成 す る 熱 源 器 と 、 該 熱 源 器 に よ り 生 成 さ れ た 温 水 が 貯 留 さ れ る 貯
湯 タ ン ク と 、 該 貯 湯 タ ン ク の 上 部 か ら 前 記 温 水 を 取 水 し て 前 記 貯 湯 タ ン ク の 下 部 に 戻 す 貯
湯 タ ン ク 循 環 回 路 と 、 被 追 焚 き 水 の 貯 留 槽 か ら 前 記 被 追 焚 き 水 を 取 水 し て 前 記 貯 留 槽 に 戻
す 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 と 、 前 記 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 を 流 れ る 温 水 と 前 記 被 追 焚 き 水 循 環 回
路 を 流 れ る 被 追 焚 き 水 と の 間 で 熱 交 換 を 行 っ て 前 記 被 追 焚 き 水 を 加 熱 す る 熱 交 換 器 と を 備
え た 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 は 、
　 前 記 貯 湯 タ ン ク の 上 部 か ら 前 記 熱 交 換 器 を 通 っ て 前 記 貯 湯 タ ン ク の 下 部 に 達 す る 主 流 路
と 、
　 該 主 流 路 に 配 置 さ れ た 温 水 用 循 環 ポ ン プ お よ び 対 流 防 止 用 逆 止 弁 と 、
　 該 対 流 防 止 用 逆 止 弁 を バ イ パ ス す る よ う に 前 記 温 水 用 循 環 ポ ン プ と 前 記 貯 湯 タ ン ク の 下
部 と を 結 ぶ 副 流 路 と 、
　 該 副 流 路 に 配 置 さ れ て 前 記 貯 湯 タ ン ク か ら 前 記 温 水 用 循 環 ポ ン プ に 向 か う 水 流 の み 通 過
を 許 容 す る 呼 び 水 用 逆 止 弁 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 貯 湯 式 給 湯 機 の 貯 湯 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 温 水 を 熱 源 と し て 利 用 し て 追 焚 き を
行 う 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 機 や 電 気 温 水 器 等 の 貯 湯 式 給 湯 機 は 、 ヒ ー ト ポ ン プ や ヒ ー タ 等 の 熱 源
器 に よ り 水 を 加 熱 し て 得 た 温 水 を 貯 湯 タ ン ク に 一 旦 貯 留 し 、 貯 湯 タ ン ク に 接 続 さ れ た 給 湯
管 の 端 部 に 配 置 し た 給 水 栓 を ユ ー ザ が 開 け た と き に 貯 湯 タ ン ク 内 の 温 水 が 出 湯 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 今 日 、 こ の 貯 湯 式 給 湯 機 は 、 台 所 、 洗 面 所 、 浴 室 等 で 用 い ら れ る 温 水 の 供 給 源 と し て 用
い ら れ て い る 他 に 、 貯 湯 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 温 水 を 熱 源 と し て 用 い た 熱 交 換 に よ り 被 追 焚
き 水 、 例 え ば 温 水 式 床 暖 房 に 用 い ら れ る 温 水 や 浴 槽 水 等 を 追 焚 き す る 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯
シ ス テ ム で の 一 構 成 要 素 と し て も 利 用 さ れ て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 貯 湯 タ ン ク に
貯 留 さ れ た 温 水 （ 湯 水 ） を 熱 源 と し て 用 い た 熱 交 換 に よ っ て 、 温 水 式 床 暖 房 に 用 い ら れ る
温 水 を 追 焚 き す る こ と が で き る 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム （ 貯 湯 式 給 湯 暖 房 装 置 ） が 記
載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム で は 、 貯 湯 タ ン ク か ら 温 水 を 取 水 し て 熱 交 換 器
に 供 給 し た 後 に 再 び 貯 湯 タ ン ク に 戻 す 循 環 回 路 （ 以 下 、 「 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 」 と い う 。
） と 、 被 追 焚 き 水 の 貯 留 槽 か ら 被 追 焚 き 水 を 取 水 し て 上 記 の 熱 交 換 器 に 供 給 し た 後 に 再 び
貯 留 槽 に 戻 す 循 環 回 路 （ 以 下 、 「 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 」 と い う 。 ） と が 貯 湯 式 給 湯 機 に 付
設 さ れ る 。 各 循 環 回 路 に は 、 そ れ ぞ れ 循 環 ポ ン プ が 配 置 さ れ 、 か つ 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 に
は 自 然 対 流 を 防 止 す る た め の 対 流 防 止 用 逆 止 弁 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ４ ５ ０ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム に お い て は 、 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 に
配 置 さ れ て い る 対 流 防 止 用 逆 止 弁 に よ っ て 循 環 ポ ン プ に 呼 び 水 を 供 給 す る こ と が 困 難 で あ
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る こ と か ら 、 貯 湯 タ ン ク が 空 の 状 態 か ら 当 該 シ ス テ ム を 起 動 さ せ る に あ た っ て は 、 施 行 業
者 に 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 の エ ア 抜 き を 行 っ て も ら う こ と が 必 要 で あ る 。 こ の エ ア 抜 き を 行
わ な い と 上 記 の 循 環 ポ ン プ が 空 回 り し て し ま い 、 追 焚 き を 正 常 に 行 う こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 貯 湯 タ ン ク が 空 の 状 態 か ら 起 動 さ せ る と き
で も 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 の エ ア 抜 き 作 業 が 不 要 な 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム を 得 る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム は 、 水 を 加 熱 し て 温 水 を 生
成 す る 熱 源 器 と 、 熱 源 器 に よ り 生 成 さ れ た 温 水 が 貯 留 さ れ る 貯 湯 タ ン ク と 、 貯 湯 タ ン ク の
上 部 か ら 温 水 を 取 水 し て 貯 湯 タ ン ク の 下 部 に 戻 す 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 と 、 被 追 焚 き 水 の 貯
留 槽 か ら 被 追 焚 き 水 を 取 水 し て 貯 留 槽 に 戻 す 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 と 、 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路
を 流 れ る 温 水 と 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 を 流 れ る 被 追 焚 き 水 と の 間 で 熱 交 換 を 行 っ て 被 追 焚 き
水 を 加 熱 す る 熱 交 換 器 と を 備 え た 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム で あ っ て 、 貯 湯 タ ン ク 循 環
回 路 は 、 貯 湯 タ ン ク の 上 部 か ら 熱 交 換 器 を 通 っ て 貯 湯 タ ン ク の 下 部 に 達 す る 主 流 路 と 、 主
流 路 に 配 置 さ れ た 温 水 用 循 環 ポ ン プ お よ び 対 流 防 止 用 逆 止 弁 と 、 該 対 流 防 止 用 逆 止 弁 を バ
イ パ ス す る よ う に 前 記 温 水 用 循 環 ポ ン プ と 貯 湯 タ ン ク の 下 部 と を 結 ぶ 副 流 路 と 、 副 流 路 に
配 置 さ れ て 貯 湯 タ ン ク か ら 温 水 用 循 環 ポ ン プ に 向 か う 水 流 の み 通 過 を 許 容 す る 呼 び 水 用 逆
止 弁 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム で は 、 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 に 上 記 の 副 流 路 お よ び
呼 び 水 用 逆 止 弁 が 設 け ら れ て い る の で 、 空 の 貯 湯 タ ン ク に 単 に 水 を 供 給 す る だ け で 上 記 の
温 水 用 循 環 ポ ン プ に 呼 び 水 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 の エ ア 抜 き を 行 う こ
と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 初 め て 設 置 し た と き や 何 ら か の 理 由 で 貯 湯 タ
ン ク が 空 に な っ た と き で も 、 ユ ー ザ が 容 易 に 起 動 さ せ る こ と が で き る 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯
シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳
細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 同 図 に 示 す
追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７ ０ は 、 貯 湯 式 給 湯 機 ２ ０ と 、 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ と 、
被 追 焚 き 水 の 貯 留 槽 に 相 当 す る 浴 槽 ４ ０ と 、 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 ５ ０ と 、 熱 交 換 器 ６ ０ と
を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 以 下 、 各 構 成 要 素 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７ ０ を 構 成 し て い る 貯 湯 式 給 湯 機 ２ ０ は 、 浴 槽 ４ ０ に お 湯
を 張 る 際 の 温 水 の 供 給 源 と し て 機 能 す る 他 に 、 浴 槽 ４ ０ 内 の 温 水 （ 浴 槽 水 ） を 追 焚 き す る
際 の 熱 源 に 用 い ら れ る 温 水 の 供 給 源 と し て も 機 能 す る 。 図 示 の 貯 湯 式 給 湯 機 ２ ０ は 電 気 温
水 器 で あ り 、 こ の 貯 湯 式 給 湯 機 ２ ０ は 、 水 を 加 熱 し て 温 水 を 生 成 す る 熱 源 器 １ 、 熱 源 器 １
に よ り 生 成 さ れ た 温 水 が 貯 留 さ れ る 貯 湯 タ ン ク ３ 、 未 加 熱 の 水 を 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 下 部 に
導 く 未 加 熱 水 用 流 路 ５ 、 お よ び 貯 湯 タ ン ク ３ に 貯 留 さ れ た 温 水 を 浴 槽 ４ ０ に 導 く 温 水 用 流
路 ７ 等 を 有 し て い る 。 な お 、 図 １ 中 の 各 矢 印 は 、 水 （ 未 加 熱 の 水 、 温 水 、 ま た は 浴 槽 水 ）
の 移 動 方 向 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 熱 源 器 １ と し て は ヒ ー タ が 用 い ら れ て お り 、 こ の 熱 源 器 １ は 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 下
部 に 配 置 さ れ て い る 。 未 加 熱 水 用 流 路 ５ を 介 し て 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 下 部 に 供 給 さ れ る 未 加
熱 の 水 は 、 熱 源 器 １ に よ り 加 熱 さ れ て 温 水 と な る 。 な お 、 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７
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０ の 稼 働 中 、 貯 湯 タ ン ク ３ は 常 時 満 水 状 態 に 保 た れ る 。 未 加 熱 の 水 は 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 下
部 に 滞 留 し 、 温 水 は 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 上 部 に 滞 留 す る 。 熱 源 器 １ の 動 作 は 、 貯 湯 タ ン ク ３
に 付 設 さ れ た 温 度 セ ン サ ３ ａ の 測 定 結 果 等 に 基 づ い て 、 図 示 を 省 略 し た 制 御 装 置 に よ り 制
御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 未 加 熱 水 用 流 路 ５ の 一 端 は 貯 湯 タ ン ク ３ の 下 部 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 例 え ば 水 道 （ 上 水 道
） に 接 続 さ れ る 。 未 加 熱 水 用 流 路 ５ を 水 道 に 接 続 し た と き に は 、 図 示 の よ う に 、 該 未 加 熱
水 用 流 路 ５ の 途 中 に 元 供 給 圧 を 減 圧 す る た め の 減 圧 弁 ９ が 配 置 さ れ る 。 水 源 か ら 貯 湯 タ ン
ク ３ に 向 け て 未 加 熱 の 水 が 常 時 送 水 さ れ 、 該 未 加 熱 の 水 は 、 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 温 水 が 消 費
さ れ た と き に 未 加 熱 水 用 流 路 ５ を 介 し て 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 下 部 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 浴 槽 ４ ０ へ の 温 水 の 供 給 源 と し て 貯 湯 式 給 湯 機 ２ ０ を 用 い る 場 合 、 貯 湯 タ ン ク ３ の 上 部
に 滞 留 し て い る 温 水 は 、 温 水 用 流 路 ７ を 通 っ て 浴 槽 ４ ０ に 供 給 さ れ る 。 温 水 用 流 路 ７ の 途
中 に は 混 合 栓 １ １ と 開 閉 弁 １ ３ と が 配 置 さ れ て お り 、 混 合 栓 １ １ に は 、 未 加 熱 水 用 流 路 ５
か ら 分 岐 し た 流 路 １ ５ が 接 続 さ れ て い る 。 ユ ー ザ は 混 合 栓 １ １ の 開 閉 量 を 調 整 し て 、 貯 湯
式 給 湯 機 ２ ０ か ら 浴 槽 ４ ０ に 供 給 さ れ る 温 水 の 温 度 を 制 御 す る 。 ま た 、 開 閉 弁 １ ３ の 開 閉
を 制 御 し て 、 浴 槽 ４ ０ に 供 給 さ れ る 温 水 の 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 浴 槽 ４ ０ に 張 ら れ て い る 浴 槽 水 ３ ５ を 追 焚 き し よ う と す る 場 合 に は 、 貯 湯 タ ン ク
３ の 上 部 に 滞 留 し て い る 温 水 が 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ に 供 給 さ れ る と 共 に 浴 槽 水 ３ ５ が
被 追 焚 き 水 循 環 回 路 ５ ０ に 供 給 さ れ て 、 熱 交 換 器 ６ ０ に よ り 上 記 の 温 水 を 熱 源 と し て 用 い
た 熱 交 換 が 行 わ れ る 。 そ の 結 果 と し て 、 熱 交 換 器 ６ ０ 内 で 浴 槽 水 ３ ５ が 加 熱 （ 追 焚 き ） さ
れ 、 該 加 熱 さ れ た 浴 槽 水 ３ ５ が 浴 槽 ４ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ は 、 貯 湯 タ ン ク ３ の 上 部 か ら 熱 交 換 器 ６ ０ を 通 っ て 貯 湯
タ ン ク ３ の 下 部 に 達 す る 主 流 路 ２ １ と 、 主 流 路 ２ １ の 途 中 に 配 置 さ れ た 温 水 用 循 環 ポ ン プ
２ ３ お よ び 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ の 下 流 に 配 置 さ れ て 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ か ら 貯 湯 タ ン
ク ３ の 下 部 に 向 か う 水 流 に つ い て の み 通 過 を 許 容 す る 対 流 防 止 用 逆 止 弁 ２ ５ と 、 こ の 対 流
防 止 用 逆 止 弁 ２ ５ を バ イ パ ス す る よ う に し て 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ と 貯 湯 タ ン ク ３ の 下 部
と を 結 ぶ 副 流 路 ２ ７ と 、 副 流 路 ２ ７ に 配 置 さ れ て 貯 湯 タ ン ク ３ か ら 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３
に 向 か う 水 流 の み 通 過 を 許 容 す る 呼 び 水 用 逆 止 弁 ２ ９ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 ５ ０ は 、 浴 槽 ４ ０ か ら 熱 交 換 器 ６ ０ を 通 っ て 再 び 浴 槽 ４ ０ に
戻 る 被 追 焚 き 水 用 流 路 ４ １ と 、 被 追 焚 き 水 用 流 路 ４ １ の 途 中 に 配 置 さ れ た 水 位 セ ン サ ４ ３
と 、 水 位 セ ン サ ４ ３ よ り も 下 流 で 熱 交 換 器 ６ ０ よ り も 上 流 に 配 置 さ れ た 被 追 焚 き 水 用 循 環
ポ ン プ ４ ５ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 前 述 し た 温 水 用 流 路 ７ の 一 部 は 、 被 追 焚 き
水 用 流 路 ４ １ に お け る 熱 交 換 器 ６ ０ よ り も 下 流 側 の 一 領 域 を 兼 ね て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 追 焚 き の 際 に は 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ お よ び 被 追 焚 き 水 用 循 環 ポ ン プ ４ ５ が そ れ ぞ れ 作
動 し 、 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ の 揚 力 に よ り 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 温 水 が 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３
０ 内 に 流 入 し て 熱 交 換 器 ６ ０ 内 に 供 給 さ れ る 一 方 で 、 被 追 焚 き 水 用 循 環 ポ ン プ ４ ５ の 揚 力
に よ り 浴 槽 ４ ０ 内 の 浴 槽 水 ３ ５ （ 被 追 焚 き 水 ） が 被 追 焚 き 水 循 環 回 路 ５ ０ 内 に 流 入 し て 熱
交 換 器 ６ ０ 内 に 供 給 さ れ 、 こ れ ら 温 水 と 浴 槽 水 ３ ５ と の 間 で 熱 交 換 が 行 わ れ る 。 こ の 熱 交
換 に よ り 熱 を 奪 わ れ て 冷 め た 温 水 は 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ お よ び 対 流 防 止 用 逆 止 弁 ２ ５ を
通 っ て 貯 湯 タ ン ク ３ の 下 部 に 戻 さ れ 、 加 熱 さ れ た 浴 槽 水 ３ ５ は 被 追 焚 き 水 用 流 路 ４ １ を 流
下 し て 浴 槽 ４ ０ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 し た 構 成 を 有 す る 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７ ０ で は 、 貯 湯 タ ン ク ３ 内 お よ び 貯
湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ 内 に そ れ ぞ れ 水 が な い と き に 未 加 熱 水 用 流 路 ５ を 介 し て 貯 湯 タ ン ク
３ に 未 加 熱 の 水 を 供 給 す る と 、 こ の 未 加 熱 の 水 の 一 部 が 貯 湯 タ ン ク ３ 内 か ら 副 流 路 ２ ７ に
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流 入 し て 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ 内 に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク ３ 内 の 水 位 の 上 昇
に 伴 っ て 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ 内 の 水 位 も 上 昇 し 、 呼 び 水 用 逆 止 弁 ２ ９ を 介 し て 温 水 用
循 環 ポ ン プ ２ ３ 内 お よ び 熱 交 換 器 ６ ０ 内 に 未 加 熱 の 水 が 順 次 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 す な わ ち 、 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７ ０ で は 、 貯 湯 タ ン ク ３ が 空 の 状 態 か ら 当 該 シ
ス テ ム ７ ０ を 起 動 さ せ る 際 に 、 未 加 熱 水 用 流 路 ５ を 介 し て 貯 湯 タ ン ク ３ に 未 加 熱 の 水 を 供
給 す る だ け で 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路 ３ ０ の エ ア 抜 き が 自 ず と 行 わ れ る と 共 に 、 温 水 用 循 環 ポ
ン プ ２ ３ に 呼 び 水 が 自 ず と 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７ ０ を 初 め て 設 置 し た と き や 、 何 ら か の 理 由
で 貯 湯 タ ン ク ３ が 空 に な っ た と き で も 、 ユ ー ザ は 、 施 工 業 者 を 呼 ん で 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路
３ ０ の エ ア 抜 き 作 業 を 行 っ て も ら わ な く て も 、 当 該 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム ７ ０ を 自
分 で 起 動 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 貯 湯 タ ン ク ３ に 未 加 熱 の 水 を 供 給 す る だ け で 貯 湯 タ
ン ク 循 環 回 路 ３ ０ の エ ア 抜 き を 確 実 に 行 う う え か ら は 、 貯 湯 タ ン ク ３ の 頂 部 よ り も 低 い 位
置 に 温 水 用 循 環 ポ ン プ ２ ３ を 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明
は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 未 加 熱 の 水 を 加 熱 し て 温 水 を
生 成 す る 熱 源 器 と し て は 、 貯 湯 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ た ヒ ー タ の 他 に 貯 湯 タ ン ク 外 に 配 置 さ
れ た ヒ ー ト ポ ン プ 等 を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 被 追 焚 き 水 は 、 床 暖 房 等 で 用 い ら れ る
暖 房 用 の 温 水 や 、 プ ー ル の 水 等 で あ っ て も よ い 。 被 追 焚 き 水 が 暖 房 用 の 水 で あ る 場 合 に は
床 暖 房 に 用 い ら れ る 温 水 循 環 パ イ プ が 被 追 焚 き 水 の 貯 留 槽 に 相 当 し 、 被 追 焚 き 水 が プ ー ル
の 水 で あ る 場 合 に は プ ー ル が 被 追 焚 き 水 の 貯 留 槽 に 相 当 す る 。 本 発 明 の 追 焚 き 機 能 付 き 給
湯 シ ス テ ム に つ い て は 、 上 述 し た 以 外 に も 種 々 の 変 形 、 修 飾 、 組 合 せ 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ 　 熱 源 器
３ 　 貯 湯 タ ン ク
５ 　 未 加 熱 水 用 流 路
７ 　 温 水 用 流 路
２ １ 　 主 流 路
２ ３ 　 温 水 用 循 環 ポ ン プ
２ ５ 　 対 流 防 止 用 逆 止 弁
２ ７ 　 副 流 路
２ ９ 　 呼 び 水 用 逆 止 弁
３ ０ 　 貯 湯 タ ン ク 循 環 回 路
３ ５ 　 浴 槽 水 （ 被 追 焚 き 水 ）
４ ０ 　 浴 槽 （ 被 追 焚 き 水 の 貯 留 槽 ）
４ ５ 　 被 追 焚 き 水 用 循 環 ポ ン プ
５ ０ 　 被 追 焚 き 水 循 環 回 路
６ ０ 　 熱 交 換 器
７ ０ 　 追 焚 き 機 能 付 き 給 湯 シ ス テ ム
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【 図 １ 】
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